
В.Е.Ветловская. 
「カラマーゾフの兄弟」におけるマドンナの理想 

 
 マドンナの理想のモチーフは，アリョーシャの前でのミーチャの告白の中で用いられている（第 3 篇「好

色な男達」，第 3 章，「熱烈な心の告白―詩によせて」）。それは，広く知れ渡り、しばしば引用される文脈

の中で用いられている。「美か！そのうえ，俺が我慢できないのは，高潔な心と高い知性とを備えた人間が

マドンナの理想から出発しながら最後はソドムの理想に堕しちまうことなんだ。それよりもっと恐ろしい

のは，心にすでにソドムの理想を抱く人間が，マドンナの理想をも否定せず、その理想に心を燃やす、そ

れも本当に、清純な青春時代のように，本当に心を燃やすことだ。いや、人間は広いよ、広すぎるくらい

だ，俺ならもっと縮めたいね。何がどうなんだか、わかりゃしない。そうなんだよ！理性には恥辱と映る

ものも，心にはまったくの美と映るんだからな。ソドムに美があるだろうか？本当を言うと、大多数の人

間にとっては、ソドムの中にこそ美が存在しているんだよ―お前はこの秘密を知っていたか，どうだい？

こわいのはね，美が単に恐ろしいだけじゃなく，神秘的なものでさえあるってことなんだ。そこでは悪魔

と神がたたかい、その戦場がつまり人間の心なのさ。」（１４，１００） 

 ミーチャの説明の中で、マドンナの理想はソドムの理想と比較され、それに対置されている。この二つ

の極、二つの端の点は一つの線によって結びつけられている。それは美の概念である。この結びつきにつ

いて考えてみよう。 

 ソドムの理想はすでに明らかなように，美を意味している。人はその美を，最も自然的なものによって

位置付けられるものを含んだ，ありとあらゆる全ての境界線を乗り越える際に見つけるのである。（ここか

らミーチャによって「ソドムの」という形容語が選択される。）この理想には、完璧で果てしのないわがま

まの弁解と，すべての願望や，気まぐれや，むら気に気を委ねる準備とがある。それらが人間から自然の

（まさに人間的な）美点を奪い、彼を南京虫や獣のレベルまで低めるのである。これは堕落である。人が

自然や神から位置付けられているこの高さからの堕落は，生まれつきで議論の余地がない気高さの自発的

な否定である。 

 この気高さ（この世に生きとし生ける者の決して他の美点とは比較できない高いプライドと美点、）に関

する思索によって，ミーチャは А.Н.Струговшиковの翻訳によるゲーテの「神性」の詩を引用してミーチ

ャは自分の詩を始めている。 

 

 人間よ、気高くあれ！ 

 

 引用された詩は省略された続きを示している。 

 

 人間よ、気高くあれ！ 

思いやり深く善良であれ！ 

 高められた感情のみが 

 名誉と善の感情のみが、 



人間を 

地上のほかの生き物と隔てるのである。 

 

 プライドと美点の喪失を覗き見たとき、自然の高さに一致しないという事は人間にとって低劣にならざ

るを得ない。ミーチャはその後シラーの「エレシウスの祭り」を A.Н.Жуковский の翻訳で次の編の断片

を残している。 

 

 「野の実りや，甘きぶどうの房が 

 宴の席をいろどることもなく， 

 血ぬられし祭壇には 

屍の残りがただくすぶるのみ。 

悲しみの眼差しもてケレースがいずこを見ても、 

いたるところ目に映るは 

深き屈辱に泣く人の姿ばかり！」 

 

「なあ、アリョーシャ、屈辱だよ、今だって屈辱に泣いているのさ。この地上で人間は恐ろしいほどいろ

いろなことに堪えていかなけりゃいけないんだ。人間には恐ろしいほどたくさん災厄がふりかかるんだ

よ！この俺を，コニャックばかり飲んで放蕩の限りをつくしている，将校の肩章をつけたただの下種野郎

にすぎない，なんて思わないでくれ。俺はね、ほとんどこのことばかり考えているんだ。この虐げられた

人間のことばかり考えているんだよ，ほらを吹いていないかぎりはな。俺がそういう人間のことを考える

のは，つまり自分自身がそういう人間だからさ。」（１４，９８－９９） 

 続けてシラーを引用して、ミーチャは低劣な人間にとって開かれている以前の高さや上のほうへの道に

ついて話している。 

 

 低劣さから魂によって 

 人が上昇するためには 

古代の母なる大地と 

永遠に結ばれなければならない 

 

 指摘しておくと、母なる大地とその有益な，活気を与える，復活をさせる力についての言葉は，ミーチ

ャの告白において、マドンナに関する言葉に先行し、関連している。それは低劣さに対置している。 

 しかし，大地との結合（百姓にとっては自然な事である）は，ミーチャには不可能である。「ただ問題は，

どうやってこの俺が大地ととわの契りを結ぶかってことだよ。俺は大地に接吻もしないし，大地の胸を切

り開きもしない。いっそ俺は百姓か牧夫にでもなるべきなんだろうか？俺はこうして歩みつづけながら，

いったい自分が悪臭と恥辱の中に落ち込んだのか、光と喜びの世界に入ったのか，わからない。そこが困

るんだな，何しろこの世のすべては謎だよ！」（１４，９９） 



 百姓と大地との結びつきは，絶え間ない，根気強い大地への義務に基づいている。フェイトの詩がこれ

を特徴付けている。（「春がやって来た。森は薄暗い。」）そこにミーチャの言葉が参照されている。「俺は大

地の胸を切り開きもしない。」大地の胸の隠喩は，ちなみに指摘するならば，会話が単に大地について行わ

れているのではなく、まさに母なる大地について行われているという事を指し示すのである。 

 

 慣れ親しんだ鍬を動かしているのは 

 粘り強い労働に従事する皆である 

 再び乾いた大地の胸を 

 おとなしい馬と牛が切り開くのだ。 

 

 馬と牛は人間に対して従順である。人は、時間や期限や，毎日や毎年の物事の循環に従順である。地上

での大変な労働はそれらすべてを自然の整頓に従わせてきた。この労働はそれ自身の中に無条件の目的を

備えており、それは何故なら創造に対してひたむきだからである。労働は大地に生産を強制し、その性質

において大地の役に立つのである。労働は日々の糧を与え、それ抜きでは人間の生活は不可能であり、そ

の事について常に祈る事を禁じていた。「我々の日々のパンを，太陽の神よ私に毎日与えてください。」労

働と祈り（援助に関する願いと，それに対する感謝としての）と祈りの美しさは，自然の生活とともに人

間の世界の調和から訪れるものだが、それらは人を支え、傲慢さから遠い道に人を保つ。それとは反対に

それらは義務のしかるべき意識と，規範の意識と（善と悪の境界線）と、それに対する用意と能力を自己

犠牲に送り込むのである。 

 そのような労働をミーチャは知らなかった。その中で彼は、彼の父親のように、あるいは特権的階級の

多くの人々のように「食べ、飲み、陽気に楽しんでいる。」そして彼は欲深くなく、金そのものに価値を認

めなかったけれども（金は彼にとって簡単に手に入りすぎたのである。）可能性としては，より多く（ある

いはより頻繁に）そしてより早く、（つまりは好きなときに），そしてどこからでも好きなところから（空

からでも、好きな形ででも）彼はお金をいくらでも手に入れたかったのかもしれない。「俺にとって金なん

ぞ、アクセサリーさ。魂の熱気だよ。小道具なのさ。今日、レディーが俺の彼女でも、明日は町の売春婦

が俺の後釜って寸法さ。俺はそのどちらも楽しませてやるし、金は湯水のようにばら撒く。音楽だ、どん

ちゃん騒ぎだ、やれジプシーだって具合にな。必要なら、女にも金をやるさ。なぜって受け取るからな。

こいつは白状せなきゃならんけど、満足して感謝して受け取るもんだぜ。」（１４，１００）これらすべて

の音楽とどんちゃん騒ぎとジプシーなどは労働の存在しないただのものであり、誰かを犠牲にするもので、

それと言うのも，結果として一人一人がつらい労働をして、貧乏暮らしをしなければならないのである。

（百姓や、農婦や，その未成年の子供たちであり、つまりは農民的なロシアの事である。）いっぽう他の、

ミーチャのように，全ての狂乱と抑制のなさとともに楽しむのである。この事情は，後に起こるミーチャ

の覚醒を準備している。彼の焼けた村や、貧しい人々や，飢えた人々や，寒さに震える農婦達や，彼女達

の飢えた、寒さに凍える泣いている子供達の奇妙な夢は，以下のとおりである。 

「いや，そのことじゃないんだ」ミーチャはまだ納得できていないかのようだった。「教えてくれよ。なぜ

焼け出された母親達がああして立っているんだい?なぜあの人たちは貧乏なんだ?なぜ童はあんなにかわい



そうなんだ。なぜこんな裸の荒野があるんだ?どうしてあの女たちは抱き合って接吻を交わさないんだ。な

ぜ喜びの歌をうたわないんだ。なぜ不幸な災難のためにあんなにどす黒くなってしまったんだ。なぜ童に

乳をやらないんだ？」 

 そして彼は、たしかにこれは気違いじみた，わけのわからぬきき方には違いないが、自分はぜひともこ

ういうきき方をしたい，ぜひこうきかねばならないのだと、ひそかに感じている。さらにまた，いまだか

つてなかったようなある種の感動が心に湧き起り、泣きたくなるのを感ずる。もう二度と童が泣いたりせ

ぬよう，乳首のしなびた童の母親が泣かなくてもすむよう、今この瞬間からもはやだれの目にもまったく

涙なぞ見られぬようにするため，今すぐ、何が何でも、カラマーゾフ流の強引さで、あとに延ばしたりす

ることなく今すぐに、みんなのために何かしてやりたくてならない。そしてその後には，こう続く。「なぜ

あの時、あんな瞬間に俺は童の夢を見たんだ?なぜ童はみじめなんだ?これはあの瞬間、俺にとって予言だ

ったんだよ。俺は童のために行くんだ。なぜってわれわれはみんな全ての人たちに対して罪があるんだか

らな。すべての童にたいしてな。なぜって小さな子供もいれば大きな子供もいるからな。みんなが―子供

なのさ。」（１５，３１） 

 しかしながら，この信念に至るまでに、ミーチャは，幾度となく道を踏み外し、少なくない苦しみを経

験している。 

 神が一つの謎を与え、世界のすべては謎であると言う事に関してアリョーシャに言った後で、どこに悪

臭と恥があって、どこに世界と喜びがあるかということについて知らなかったと言う事を強調していたが，

ミーチャはまったく正しくはなかった。なぜならば，ミーチャにとってもっとも大切なものは、皆にそう

であるように、よく知られているからである。ミーチャ自身はけっして上下，気高さと低劣さを取り違え

ているわけではない。比較してみよう。 

  

 「この世の至高のものに栄えあれ、 

わが内部の至高のものに栄えあれ！ 

この詩は，魂のどこかから迸り出たもので、詩ではなく、涙なんだ…これは俺自身が作った詩なんだ…

でも，中尉のひげを引っ張っているときじゃないよ…」（１４，３８６）神と自分の内部の神への賛歌は，

自由奔放な怒りや残酷さと両立して見立てているものではない。まさしく同様に，「最も、最も深い淫蕩の

恥辱に沈みながら、」ミーチャは，空に飛ぶ事はなく，「どん底に頭からまっさかさまに」「悪魔の後に続い

て，」「悪魔の元へと」行く事を理解しており、その他の方向性にではない。（１４，９９）もう一つは、こ

の転落（低劣な欲望を抑制なく追うこと）が，彼にとって美であるということである。しかしながらある

時期までである。彼にとって多くも少なくも美にまで至らないという事が起るのである（このような状況

でミーチャを見ている）。また，低劣の恥辱に踏み込み込んでいってから、善良に人が滑り落ちていき、哀

れでみすぼらしいほど，そのみすぼらしさの中には美と見なせるようなものが何一つ見いだせないのであ

る。例えば、ミーチャのモークロエでの予審の衣服を脱いで着替える場面がそうである。 

「そりゃ、必要とありゃ…僕は…」ミーチャはつぶやき、ベッドに腰をおろすと、靴下を脱ぎにかかっ

た。堪えられぬほどきまりがわるかった。みんなが服を着ているのに、自分だけはだかなのだ。そして、

不思議なことに、裸にされると、なんだか自分まで彼らに対して罪があるような気持ちになってきたし、



何よりも、本当にふいに自分が彼ら全てよりも卑しい人間になってしまい、今ではもう自分を軽蔑する完

全な権利を持っているのだということに、彼自身もほとんど同意しそうになっていた。『みんなが裸なら、

恥ずかしくないんだが、一人だけ裸にされて、みんなに見られているなんて、恥さらしだ！』…それにし

ても、靴下を脱ぐのは苦痛ですらあった。靴下はひどく汚れていたし、下着も同様だというのに、今やみ

んなにそれを見られてしまったのだ…などである。（１４，４３５－４３７）ついには、人間の心にとても

深い、光のない闇が訪れて、もしあったとしても、いかなる美を見出す可能性もなくなるということもあ

りえない話ではない。 

それがどうあろうとも、すでに今（つまりは限界ぎりぎりまで行かなくとも）美は、時とともにミーチ

ャを真実の道と意味から狂わせていくが、しかしながら、ミーチャを道徳的な価値でがんじがらめにする

ということをしないのである。本当に、心を魅了し、知恵を買収しながら、美は、時々それらのことを忘

れさせるのである。しかし時々だけである。自分の底なしの願望に没頭しながら、それでもなおミーチャ

は彼が虫けらで南京虫であり、獣であることを理解している。それ以上ではないのである。（１４，１００，

６７）ちょうどこういった自然的な長所の喪失の中で、彼のために恥が結論付けられているのである。主

人公は，その中に黒い欲望を隠しながら、過剰な力で深く低められている。ミーチャに話されている法廷

での場面での言葉と比較してみよう。（それらは最上級の言葉で意味されなければならないほど過小評価さ

れて皮肉を持って響いている。）「われわれここにいる者はみな，あえて一同に代わって申し上げるなら、

誰もがみな喜んであなたを，本来は高潔な青年と見なしたいのです，しかし悲しいかな！あなたはある種

の情熱にやや行き過ぎであるくらい惹かれているのです…」（１４，４５８）。主人公はいかに自分を弾劾

するかという程度においてのみ，その欲望から自由であった。」 

自己非難の必要性－それは同様に潔癖さの必要性でもある。その必要性は誠実に、押さえようもなく迸り

でるものであると同時に、彼の醜い熱い魂の迸りでもある。それが，ミーチャにとっていつも生まれ変わ

りの可能性が開かれている理由でもある。予期せぬ形で以上のような事が起りうるのである。それは，こ

の主人公がより低く落ちていき（そして自分の低劣さを自覚する），彼の恥が（そして恥の自覚が）言葉に

ならなくなっていけバイクほど，彼は原則的において生まれ変わりに近づいていくのである。しかしなが

ら，生まれ変わりは一つの条件のもとでのみ存在するのである。その条件とは主人公がその高潔さの喪失

について思い起こす事である。И вот в самом-то этом позоре я 

вдруг начинаю гимн. Пусть я проклят, пусть я низок и подл, но 

пусть и я целую край той ризы, в которую облекается бог мой; 

пусть я иду в то же самое время вслед за чертом, но я все-таки и 

твой сын, господи, и люблю тебя, и ощущаю радость, без которой 

нельзя миру стоять и быть. 

「だから，他ならぬそうした恥辱の中で，（ミーチャは，自分が頭から奈落にまっさかさまに落ちる事の，

この低劣な姿勢を美だと見なしている－作者）俺は突然讃歌を歌い始める。呪われてもかまわない，低劣

で卑しくともかまわないが，そんな俺にも神のまとっている衣のすそに接吻させてほしいんだ。一方では

同時に悪魔にのこのこついて行くような俺でも，やはり神の子なんだし、神を愛して、それなしにはこの

世界が存在も成立もしないような愛を感じているんだよ。」（１４，９９） 



低劣で卑しいという言葉はミーチャによってゲーテの Границы человечестваという詩から，А.А.Фета

に翻訳されたものであるが、この詩は全てで以下のようになっている。 

古来の神聖なる父が 

穏やかなる手で 

轟く黒雲から 

欲張りな大地に 

雷を降らせるとき 

神の衣の端に 

少年時代のおののきと共に 

誠実なる胸の中で 

接吻するのである 

 

たとえ神々と 

死者が力比べをしても 

それだけの勇気はない 

もし死者が立ち上がり 

星の暗闇に触れても 

その時揺れる靴底が 

もたれかかる場所は何処にもない 

そして彼には 

雷と風が襲いかかる 

もし死者が丸々と太った骨で 

がっしりとした丈夫な大地に 

立っていられたとしても 

樫の木と 

あるいは柳と 

死者とを比べるべきではない 

 

死者と神とが 

どこが違っているというのか？ 

初めから 

波が 

永遠の流れを生ずる 

波は私達に上ってきて 

波は溺れさせる 

そして私達は沈んでいく 



私達の生活を 

大きくはない輪が持ち上げる 

そして安らぎの隣には 

終わりのない鎖があって 

安全につなぎとめているのだ 

 

 ゲーテの考えによると，人は全ての点によって束縛されている。人が上方に志向すると、人は足元の

土台を失うのである。もし人が大地にとどまっていれば，人は空には遠く、人の可能性の全てはその生活

の小さな丸い輪によって閉じられてしまうのである。個人的な出来事の狭い境界はただ幸せの鎖の中での

み－人類全体の境界でのみ拡大されるのである。しかしながらゲーテが部分的な生活の果ての外で見てい

る永遠性はドストエフスキーの主人公が心の中に持っているのである。ある人の制限が一つの、あるいは

他の観点から見て、その制限自身に依存し、キャラクターに十分な否定を与えている。地上での期間のた

めにではなく、最も短い人間の魂の瞬間に二つの深遠を受け入れる事が出来るのである。それは天上より

高く，地獄の深さも持っているのである。検察官によって「誤審」の場面でミーチャに話されている言葉

を参照していただきたい。「彼が高邁なカラマーゾフ的天性の持ち主だったからであり、…頭上に広がる高

邁な理想の深淵と，眼下にひらけるきわめて低劣な悪臭ふんぷんたる堕落の深淵とを，両方いっぺんに見

ることが出来たからです。二つの深淵です、みなさん、二つの深淵を同時に見ること…彼は広大です。母

なる大地と同じように広大であり、全てを収容し，全てと仲よくやっていけるのであります！」（１５，１

２９）。検事の結論や、ミーチャ自身が言ったことに対して，神についてや，清廉なマドンナの理想につい

て忘れずに，ソドムの泥沼にはまる事を許す人間の心の広さはここでは救済の役割を演じている。この理

想と、清廉さへの牽引力がなければ，生まれ変わりの可能性はなかったであろう。このような不意の驚き

にも関わらずである。「予審」の編でのミーチャの告白を参照していただきたい。「みなさん，私たちはみ

んな薄情です，みんな冷血漢ばかりだ，他の人たちや母親や乳飲み子を泣かしているんです。しかし，そ

の中でも、中でも僕がいちばん卑劣な悪党なんだ、今となったらそう決めつけられても仕方がない！止む

をえません！僕はこれまでの一生を通じて毎日，この胸を打っては，真人間になる事を誓いながら，毎日

相変わらず卑劣な行いをやってきました。今こそわかりました，僕のような人間には打撃が，運命の一撃

が必要なのです，縄でひっくくって，外的な力でしめあげねばいけないんです。僕は自分一人では絶対に、

決して立ち直れなかったに違いない！しかし，ついに雷鳴が轟いたのです。僕はこの告発と，世界全体に

対する恥辱との苦しみを甘んじて受け、苦しみたいと思う。苦悩によって汚れを落とします。」（１４，４

５８）そしてその後ミーチャによるアリョーシャへの言葉がある。「あのな，俺はこの二月の間に，自分の

中に新しい人間を感じ取ったんだよ。新しい人間が俺の内部によみがえったんだ。もともと俺の内部に閉

じ込められていたんだけど，今度の打撃がなかったら決して姿をあらわさなかっただろうよ。」（１５，３

０）しかし，恐らくこの新しい人間はそれが彼の内部に閉じ込められていなかったとしたら決してミーチ

ャのなかで蘇りはしなかっただろう。 

地獄の淵への最終的な沈下における最終的な段階は、恐らく，見てきたように神への上昇の道の最終的

な段階ともなるであろう。この思想はドストエフスキーを１８６０年代の終わり（「偉大なる罪人の生涯」）



や，それ以前から捉えていた。それは「カラマーゾフの兄弟」でも繰り返されている。 

イワンの思想である、神はなく，自分や他の人に対する道徳的な審判を取り消し、全ての必要性とあら

ゆる生まれ変わりを拒否している全ては許されるという思想との結びつきについて触れてみよう。（１４，

６４－６５；１５，４２，６１，６７－６８，１２６）ソドムを正当化しながら，その思想は世界を完全

に無秩序のままにしている。（もしこの無秩序が誰かの気に入るならば「美」であるが。）だからこそミー

チャの気高さの発露というものは（この世の至高の物や内部の至高の物に対する）イワンにとってとても

忌まわしいものなのである。例えば以下を参照していただきたい。「ついでに，長兄ドミートリーに対する

イワンの感情について，一遍だけ二言ばかり述べておくと、イワンはこの兄を全く嫌いで、せいぜい時お

り同情を覚える程度だったが，それとて嫌悪に近いほどの深い軽蔑のまざったものだった。容貌に至るま

でミーチャのすべてが，極度に反感をそそるのだった。」（１５，４２）その後はこうである。「さあ，その

無頼漢を釈放してやってください…讃歌なんぞうたいはじめて…そうすりゃ気が楽になるからですよ。酔

いどれの悪党が『ワーニカはピーテルに行っちゃった』とわめきたてるのと同じことなんだ。…」（１５，

１１７）この場面では、ミーチャの罪業の可能性に関してはイワンのミーチャへの憎しみよりも，ミーチ

ャの気高さの激発への憎しみが説明されている。「さらにもう一つ注目すべき事は，彼がミーチャへの憎悪

が日ましに強まるのを感じながら、同時に一方では、兄が父を殺したために憎んでいるのを理解していた。

彼はその事を自分でも感じ、十分意識していた。」（１５，５６）それ以前にミーチャに関して話されてい

た言葉も参照してみよう。「しかもこの最初の面会のときに彼（ミーチャ）は，《すべては許される》など

と主張している手合いには、自分を疑ったり尋問したりする資格はないと語気鋭く言い放って，早速イワ

ンを侮辱したものである。」（１５，４２） 

「すべては許される」という主張は道徳的な怒りの余地を残さない。もし少し話をそらすなら，見込み

のない企てによって世界の再建設（その中ではイワンにはあらゆる手段がある）のあらゆる方策を行なう

各々の不道徳な世界の変化の必然性をもそれは同様に排除する。それだからこそイワンがそのような再建

設について話をした時、（教会裁判についての論文や，大審問官の詩、地質時代の地殻変動の詩）彼は自分

自身に反論していたのである。 

しかしながらミーチャの転落について話を戻そう。 

指摘しておかなければいけないのが、南京虫や獣の高さまでに落ちておきながらも、ミーチャが似通っ

た状況のある人のように，そのレベルではがまんできないということである。自分の複雑性と自分の知覚

の多面性の結果、（これは「地下室の手記のテーマでもある」）彼は必然的に低く滑り落ちるのである。ブ

ルガリアでのトルコ人とチュルケス人の蛮行に関するイワンの判断を見てみよう。「時によると《野獣のよ

うな》人間の残虐なんて表現をすることがあるけど，野獣にとってこれはひどく不公平で，侮辱的な言葉

だな。野獣は決して人間みたいに残酷にはなれないし，人間ほど巧妙に，芸術的に残酷な事はできないか

らね。虎なんざ、せいぜい噛み付いて，引き裂くくらいが精一杯だ。人間の耳を一晩じゅう釘で打ちつけ

ておくなんてことは，虎には、仮にそれが出来るとしても，考えつきやしないさ。」などである。（１４，

２１７）同様にミーチャのアリョーシャへの告白を参照していただきたい。「俺はいつも裏町が好きだった。

広場の裏の、ひっそりとした暗い横町がさ―そこには冒険が，思いがけぬ楽しみがある。泥濘のなかに天

然の宝がひそんでいるからな。俺のいた町には実際にはそんな町はなかったけれど，精神的にはあったん



だ。俺は頽廃を愛し、頽廃の恥辱をも愛した。残酷さを愛した。これでも俺は害虫じゃないだろうか，毒

虫じゃないだろうか？」（１４，１００）。ところで頽廃と頽廃の恥辱と残酷さ（つまりはソドムの美と呼

ばれているもの）は毒虫とはいかなる関係も持ち合わせてはいない。これらすべては，もっぱら概念と知

覚の人間的特質である。このような形で、自発的に自分を毒虫まで縮めた後に，（思い出していただきたい：

人間の心は広いよ。広すぎるくらいだ。俺ならもっと縮めたいね。）人はこの哀れな境界に残る事は出来ず、

人間的な限界だけではなく、すべての地上の（自然の神に与えられた）秩序ですら越えてしまうのである。

だからこそ気高さの否定と，人間に特有の毒虫あるいは獣の享楽のための高さというもの―これは当の最

初から罪であり犯罪なのである。神と秩序だった神の世界の前ではである。 

そしてこれは自然な事である。わがままの道は―悪魔の道であり、というのもまさにわがままによって

悪魔は始まり、髪から脱落し、彼にとっての高みから脱落するからである。≪…私は悪魔の後に続いては

いるけれども…≫，この道はミーチャが正しく意味付けているように，「深淵」へと運ぶ道であり，そこで

は（彼は語り尽くしてはいないけれども）いかなる楽しみも，喜びも広さもないのである。反対に、そこ

には暗闇や逃げ場のない痛みや深さやひしめき合いがあって，それに関して，自分の意志を失っている人

間は，その場から動く事も、ため息をつくことも出来ないのである。わがままは最終的には奴隷制度をも

たらす―他人への完全な服従であり、終わりのない憎しみであり、神や人々や生活の力への敵意である。

（「悪霊」に書かれている事と同様のテーマに対する新しい見直しである）。この力は創造する能力を持っ

てはいない。この力はただ低めるだけである。生活に介入しながら、その力は生活の中に，破滅や混沌や，

堕落をもたらし，その力は死を―崩壊と無秩序の極端な表現をもたらすのである。しかしながら誰がこの

頽廃の悪臭と泥沼を≪美≫と呼ぶと決めたのだろうか？ 

気高さと人間に賜った気高さの否定は，それ自身の本質として致命的で自己破滅的なものである―一体

何のために誰がわがままな，エゴイスティックな願望の道を行くのであり、一体そのために，だれが彼の

邪魔をするというのだろうか。この例を参照していただきたい。≪ミーチャは駆け込むなり，フェーニャ

に飛びかかり、喉をぎゅっとつかんだ。 

「今すぐ言え、彼女はどこにいる、モークロエで今だれといっしょなんだ？」狂ったように彼はわめき

たてた。 

女は２人とも悲鳴をあげた。 

「はい，申しあげます，ドミートリイさま，何もかも申し上げます、何一つ隠しだていたしませんから」

死ぬほど怯えたフェーニャは早口にさけんだ。「奥さまはモークロエの将校さんのところへいらしたんで

す」≫（１４，３５７） 

そのあとに，ミーチャは完全に≪紛れもない以前の男≫に関する知らせについて考え、身をひく事を決

めている。≪邪魔しないで、身をひく事くらいはできるだろう。俺の喜びよ、達者に暮らしてくれ。≫（１

４，３５８）。彼はピョートル・イリイチ・ペルホーチンにこう語っている：≪その秩序が僕にはないんだ，

もっと高い秩序が…でも…すべて終わりさ，べつに嘆き悲しむ事はない。手遅れだよ，勝手にしろってこ

とさ！僕の一生が無秩序だったんだから，ここらで秩序を立てなけりゃ。≫（１４，３６６）つまりはこ

の場合には，他の人の生活を邪魔しないために死ぬのであり、というのも生活は無秩序をこらえる事がな

いのである。以下を参照していただきたい。：≪人生のために、君、人生のために飲もうや，―人生のため



に乾杯!…僕は神の創造を祝福するし、今すぐにでも神とその創造を祝福するつもりではいるけれど、でも

…とにかく悪臭を放つ一匹の虫けらをひねりつぶす必要があるんだ。そいつがその辺を這いまわって、他

人の生活を台なしにしないようにね…さ，君、人生のために飲もう!人生より尊いものが，ありうるだろう

か？あるもんか，何一つありゃしないよ！≫（１４，３６６） 

生活は死に対置している。生活は―生活の創造的な力の結果であり、生活は結合させ、鼓舞するのであ

る。生活は絶え間なく新しいものもっともっと美しい形態を生み出している。≪毒虫≫のようなものから

始まって，生活は単に理念的な，調和的に完全な，晴れ晴れとした清らかで，感動に満ちた形で終わるの

であり，その形は十分に自分の中に神を保っているのである。絶え間なく母なる大地に創造された生ける

存在の，秩序だった段階の頂点にあるのが母なる神であるマドンナである。自らの気高さの中で，申し分

のない心と体の美しさの中で，マドンナは，その存在によってすべてを聖化しながら，単にすべての地上

の創造物の上だけではなく、山のような力の群れによって神の前の第一の場所に位置しながら、その上に

すら立つのである。 

ミーチャは言っている。：≪さ，君、人生のために飲もう!人生より尊いものが，ありうるだろうか？あ

るもんか，何一つありゃしないよ！≫そしてこのように続いている。≪人生のために、そして女王の中の

女王のために≫（１４，３６６）。それはグルーシェニカの形をしており，ドミートリーの言葉によって絶

頂に高められている。そのような絶頂を表現できるのは失恋愛感情だけであり，この時すべての利益と，

地獄のような悩みや破滅が失われてしまっているのである。（１４，１０９と１５，３３を参照されたい。） 

「人生のために乾杯―ピョートル・イリイチは賛成している―君の女王のためにも」（１４，３６６）「君

の」という言葉―これは女王の中の女王はミーチャだけのものではないし，より正しく言うならば，ミー

チャだけのものではないということである。「女王の中の女王」―すべての中の一番であり、これは無条件

に聖女マリアであり、地母神であり，マドンナである。彼女の祈りにおける命名を参照いただきたい。―

「空と大地の女王」，「全ての女王」（「Пантанасса」）というようにである。 

理念的な精神的、肉体的な美の具現化のほかに，聖女マリアは，それ自身が持つほかの性質において長

篇の中に現れる。嘆き悲しむ母なる神（これは十字架を抱いている「Mater Dolorosa」であり，ゾシマ長

老の庵室にあったものだった。―１４，３７）としてであり，人類の庇護者としてでもある。（それに向か

ってアリョーシャの母は，彼を聖像の庇護を求めるかのようにして差し出している。参照していただきた

い。「…彼の覚えているのは、静かな夏のある夕方だった。開け放された窓、沈みかけた太陽の斜光…部屋

の一隅の聖像、その前にともっている燈明、そして聖像の前にひざまずいた母が、ヒステリーを起こした

ように金切り声や叫び声そ上げながらなきわめき、彼を両手に抱えて、痛いほどぎゅっと抱きしめ、彼の

ために聖母マリヤに祈っては，さながら聖母の庇護を求めるかのように，両手に抱きしめた彼を聖像の方

にさしのべている…」－１４，１８）。 

「マドンナの理想」は嘆き悲しむ聖女マリアの輪郭の中で，罪亡き子供の苦しみに関する心配の生きた

人格化となっており，その悲しみは，母なる心によってのみもたらされるものであり、深くて強いのであ

る。（このテーマはただちにイワンがアリョーシャに向かって「プロとコントラ」の章の「反抗」で強調し

た事実やアネクドートのコレクションなどと結びつくものである；母の目の前でその息子をかみ殺させた

将軍についての話を参照していただきたい。） 



 しかしながら人類の庇護者に関して言うと、聖母マリアは，愛や，様々な罪で罰を受けているに対する

人々への哀れみのためその罪の原因の一つには十字架の苦しみを受けている彼女の息子（キリスト）もい

るという事を忘れてしまっているのである。この基本的な思索であるアポクリファ≪苦悩めぐり≫は，ド

ストエフスキーが解釈しているように，ただ文字とだけ一致するのではなく，彼の興味をひいた聖書外典

の精神と意味合いとも一致するのである。 

 その事についてイワンは，彼によって考え出された詩の序文で語っているが，（「大審問官」）ここで同様

に中世のドラマチックな知識や，物語や，詩（つまりは精神的な詩についてであるが，）や，その中で，ア

ポクリファである，その中では必要に応じて聖者や天使や，天上の全ての力が登場してくる『聖母マリヤ

の苦悩の遍歴』について思い起こしているのである。 

 大天使であるミハイルの同伴で，このアポクリファの中で聖母マリアは地獄を巡るのである。≪イワン

は言う。―さまざまな罪びとやその苦しみを見るのだが、その中に，火の池に落ちたきわめて注目すべき

範疇の罪びとがいるのだ。彼らのうちにはその池に深く沈んで、二度ともう浮かび上がれぬような連中も

いて，『神もすでに彼らを忘れたもう』―実に深みのある地から強い表現だろう。ところで，はげしく心を

打たれた聖母は，泣きながら神の御座のまえにひれ伏して、地獄におちた全ての者に，自分が地獄で見た

すべての者に，分けへだてなく，恵みを乞う。この聖母と神との対話がたいそう興味深いんだ。聖母は懇

願し、立ち去ろうとしない。そして神が，聖母の息子の釘付けにされた手足をさし示して，あの子の迫害

者たちをどうして許せるだろうかとたずねたとき、聖母は全ての聖者や，殉教者，天使、大天使達に，自

分と一緒にひれ伏して、分けへだてなくすべての者に恵みを乞うように命ずるのだ。こうして結局、聖母

の願いは神に聞き入れられ，毎年、神聖金曜日から聖霊降臨祭まで，地獄の責め苦は休止されることにな

るのだが，ここで地獄の罪びとたちは神に感謝して、『主よ、こう裁きたもうたあなたは正しい』と叫ぶん

だよ。≫（１４，２２５） 

 イワンの話は，ドストエフスキーの人生において公刊されたいかなる編集物にも記述されていない。恐

らく、ドストエフスキーは何らかの出版されていないバリアントを知っていたのであろう。このことにつ

いて間接的な情報になるのは，ドストエフスキーのテキストの中での，地獄の責め苦の休止の始まりとし

て私たちに知られている神聖木曜日の代わりの神聖金曜日の記述である。しかしそのような単語の変更は，

救い主（神）の贖罪の苦しみの意味を伝えてはいるが、本質的には何一つ変更してはいないのである。し

かしながらその変更は偶然のものではなく、全ての要素から判断するに、作者によって完全に考え出され

た上で行なわれたのである。 

 いかなる編集をえり好みしたというわけでもなしに、ドストエフスキーは，見たところによれば全てを

考慮したのであった。 

 火の池の中にいる罪びとたちに関するイワンの言葉は，聖母と地獄の責め苦との最後の出会いとの最後

の瞬間―聖母が巡り行く中で見ていくその責め苦の中でも最も辛いものへと聖母を差し向けるのである。 

 それらに関する話は，性格的なモチーフによって先手を打たれている。：≪ミハイルの聖母への言葉≫ 

 

聖母が 

神の台座に近づいて 



聖母が話したのは 

マリヤ様が話したのは 

―イエス、キリスト、私の大好きな息子 

―公正な裁判官 

―私の為に罪を犯した人を許して 

―永遠の苦しみから 

―消えぬ炎から 

―懺悔のない死から 

―すべて私の為に 

―マリヤ様 

キリストは母に答えた 

―私の母よ 

―あなたの為に罪びとを許そう 

―永遠の苦しみから 

―消えぬ炎から 

―懺悔のない死から 

―すべてあなたのために 

―聖母マリアよ 

―あなたには見えているか 

―二度目のキリストの磔が 

 

聖母は泣き出し 

多くの罪びとのために 

聖母は話した 

イエス・キリスト、かわいい息子 

公正な裁判官 

もう二度と 

十字架にかけられた姿は見られない 

あなたの昔の苦しみを忘れられない 

その杯をもう味わえない 

涙を流しながらそうすることは 

そのような罪びとはかわいそうではない 

私は生んだ息子がかわいそう 

天上の王キリストよ 

 

母なる大地が聞いた 



罪を犯した人へ炎が流れる 

太陽の登る東から西へと 

炎は大地から天まで燃え 

空から大地に天使が降りてくる 

罪びとを炎の中に連れて行く 

その時裁判官であるキリストが 

台座に座る 

罪びとたちは覆い隠された 

聖なる神の魂によって 

大地や若草によって 

罪を犯した人々の 

叫び声を 

歯軋りを 

そして泣き声を 

聖母マリヤに聞こえないように 

 

炎の川が流す 

多くの罪びとたちを 

彼らは色々な苦しみをざいわっている 

神はすべての天使と大天使達に命ずる 

両岸を両側から閉じて 

ペルストで埋め、 

聖なる魂でふさぐのだ 

罪びとたちの 

叫びやうめきや泣き声が 

聖母マリヤに聞こえないように 

 

聖母マリヤは頼む 

息子よ、私の愛する息子 

罪びとを許して 

ああ、聖母マリヤ 

あなたには見えているのか？ 

二度目の磔が 

ああ、私の愛する息子 

見るどころか 

ききたくもない， 



聖母マリヤは 

再び頼んだ 

許してあげて 

愛する息子よ 

ああ、聖母マリヤ 

あなたが頼むのなら許してあげよう 

 

 最後のモチーフは重要である。人が生まれる時、人は話すのではなく、叫ぶのである。最初の不明瞭な

幼児の叫び（彼のピーピー泣く声）が告げているのは、どうやら新しい人間が世界に現れ、今後全ての地

上の人々の一員に加えられ、聖母はそれを言われ，援助に関する呼びかけがあったかのように理解し、そ

れに対して聖母は母の愛の全ての力をもってして答えようとするのである。そして先には―どんな時にも

どんな場所でも色々な苦しみがあり、それは言葉で表現されるもするがそうでない時もあり、聖母にとっ

ては大きな「童」と同様に小さな「童」の援助あるいは保護の必要性と同じような要請がきこえるのであ

る。以下を参照していただきたい；≪小さな童もいれば大きな童もいる。みんな―「童」なんだ≫。（５，

３１）である。まさしくこの思想が、外典と民衆的な詩と結びついており、それがドストエフスキーにと

っては重要だったのである。 

 この外典や民衆的な解釈における聖母の姿は多かれ少なかれ母なる大地と類似している。宗教詩におい

て，この類似は明らかである。 

 母なる大地は尽きる事のない実行的な愛の中で，生きとし生けるものを生産している。母なる大地は父

子や生活の連続性を，その物質的で，巨大な時代的形態において得ようと奔走するのである。全てのもの

と全ての人を自分で決めた期日に自分の懐へと受け入れ、再び再生産するのである。母なる大地は，終わ

りなき再生産の名において死を撤廃するのである。 

 聖母は地上の生活を神聖化し，それを祝福し、保護する。そしてその後には母親らしく山岳地域でそれ

についてきをくばるのである。聖母はそこで、永遠の生活において地上の人々を心配しつづけるのだ。 

 なぜ他ならぬミーチャがカラマーゾフの兄弟の中でもっとも地上的であり、マドンナの理想について話

し始めなければならなかったか理解出来るだろう。後になってどのようになったかということを前もって

説明しておくならば，ミーチャは恐ろしい罪や犯罪にこらえながらそれでもやはり父を殺しはせずに，こ

う語っている。「…誰の涙のおかげか，僕の母が神に祈ってくれたのか，あの瞬間聖霊が僕に接吻してくれ

たのか，わかりませんが，とにかく悪魔は敗れたのです。」（１４，４２５－４２６）とすると，聖母の勝

利である！ミーチャ自身の心における神と悪魔との戦いはその時善の勝利に終わったのである。 

 その時彼を保護するものは何一つなかったが、彼には勿論，彼の庇護者である聖母、母なる神がいたの

である。 

 外典や民衆的な詩を読者に示しておきながら、ドストエフスキーはもっとも重要な考えを繰り返してい

る。自分の罪の自覚（より高い理念の条件においてのみ可能である）と贖われた苦しみが人に天上の力と

幸福の勝利、またそれと同時に―聖母とマドンナの横顔に秘められたもっとも明るい，人生を肯定する完

全な美が与えられるのである。 
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